
ＪＡかづのＨＰ

※広報誌の表紙を飾る写真を募集中！詳しくはＪＡかづのホームページをご覧ください。

特集
「今年度の総代会の開催について」
２  … 今月のトピックス
４  … 営農インフォメーション
６  … インフォメーション
８  … 親子で夏野菜を楽しもう

16 … 暮らしの情報
17 … 厚生病院だより
18 … JAからのお知らせ
20 … JA農業機械大展示会
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生育を確認しながら意見交換（５／７　生産者圃場にて）
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ニュース＆トピックス

スムーズな情報共有に向け、登録を呼びかけ

出荷最盛期に向けて規格を再確認

５月12日
ハウスきゅうり目揃会

サンプルを参考に、質疑応答を交え規格を確認

情報発信をデジタル化、サポート体制強化へ

５月１日
情報ツール説明会

水消火器を使用し、消火体験する職員

万一に備え、消火器の使用方法を確認
ＪＡかづの　消火訓練

年金受給のサポートを行う労務士の小布山氏

受給開始に向けたサポート

５月10日 ４月28日
年金無料相談会

　貯金課は、年金受給者の受取準備や問題解消のサ
ポートを目的とした、年金無料相談会を開催しました。
　相談会では、社会保険労務士の小布山洋一氏と中村
浩三氏の２名の相談員が対応。17名が来場し、年金
受給開始時の請求手続きや、継続雇用の場合の受取な
どの問題解消に向けサポートを受けました。
　今年度も全４回の年金無料相談会と年金受給準備セ
ミナーの開催を予定しております。
　次回は８月９日（日）にＪＡ会館で開催します。

　きゅうり生産部会では、ハウスきゅうりの目揃会を
開催し、令和８年度の取扱いについて、出荷時の注意
事項や出荷規格などを確認しました。
　箱詰めについて、10㎏Ａ箱で量目不足が見られる
ため、本数だけでなく満杯詰めにするよう呼びかけま
した。
　市場情勢では「かづのブランドのイメージを崩さな
いよう、生産者間の品質格差の是正と異物混入に注意
し、1ケースでも多くの出荷を」と要望しました。

　ＪＡかづのでは、４月28日に厚生ビル管理の指導
の下、火災時に備え消火器の使用方法を学びました。
　はじめに使用手順や消火時の注意点について説明が
行われました。説明後は、水の入った訓練用消火器を
使用し、一人ずつ手順を確認しながら操作しました。
火元に見立てたイラストに向けて噴射し、消火動作を
体験しました。
　万一の時、冷静に迅速な対応できるよう定期的に訓
練を行い、防火意識を高めてまいります。

　園芸畜産課は、今年度より導入するＪＡ集出荷シス
テムとLINEを連携した「情報ツール」の説明会を開
催。概要を説明し登録作業が行われました。
　現状使用しているＦＡＸでは、相手側が受け取った
か確認できない問題点等がある中、導入する情報ツー
ルはJA側で既読状況が把握でき、取りまとめも同
ツールで可能になるため効率化が図れます。
　説明後は、職員が場内を回り登録作業をサポートし
ました。
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News＆Topics

組合員資格確認のお願い

【当ＪＡの組合員資格】 ※当ＪＡの地区：鹿角市および小坂町

　当ＪＡ定款規定により、組合員加入申込時の提出書類記載事項に変更があった場合や、
組合員資格に変動等があった場合は、その旨を届けて頂くこととなっております。つきま
しては、組合員資格・氏名・住所・電話番号等の届出事項に変更・修正があった場合は、
当ＪＡ支所窓口へお申し出いただきますようお願い致します。なお、ご不明な点などござ
いましたら、総務課または最寄の支所までお問い合わせください。

～経営耕作面積の確認のお願い～
先月の一斉外務でお配りしました「経営耕作面積確認通知書」について、確認はお済みでしょうか？
今年度の賦課金に影響いたしますので、変更がある場合は速やかに支所までお申出下さい。

１.正組合員資格
（右のいずれかに
該当される方　）

○１ａ以上の土地を耕作する農業を営む個人であって、その住所または そ
　の経営に係る土地又は施設が当ＪＡの地区内（※）にある。
○１年のうち 30日以上を農業に従事する個人であって、その住所またはそ
　の従事する農業に係る土地又は施設が当ＪＡの地区内（※）にある。

２.准組合員資格
（右のいずれかに
該当される方）

○住所が当ＪＡの地区内（※）にある。
○勤務地が当ＪＡの地区内（※）にあり、かつ、当ＪＡの①資金の借り入
　れ②貯金・定期積金③農業生産資材・生活用品の購入④共済加入、のい
　ずれかを１年以上継続して利用している。
○住所が当ＪＡの地区外にあり、かつ、当ＪＡの①農業生産資材・生活用
　品の購入②生産する物資の運搬、加工、貯蔵又は販売③特定農地貸付、の
　いずれかを 1年以上継続して利用している。

　各地区総代の皆さまにおかれましては、万障送り合わせの上、ご出席くださいますよう
お願い申し上げます。

※当日は駐車場が混みあいますので、できるだけ乗り合いにてご来場下さいますよう
　お願いいたします。

開催日：令和８年６月26日（金）
時　間：午前９:00 ～
場　所：ＪＡ会館１階「青垣の間」

総代の皆さまへ

第64回　通常総代会
開催のご案内



４

営　　農　　イ　　ン　　フ　　ォ　　メ　　ー　　シ　　ョ　　ン

分
げ
つ
促
進
の
水
管
理

日
中
の
水
温
と
地
温
を
上
昇
さ
せ
る
水
管
理

　

移
植
後
は
、
出
来
る
だ
け
水
温
と
地
温

を
上
昇
さ
せ
、
活
着
促
進
を
図
り
ま
す
。

①
移
植
〜
活
着

　

や
や
深
水
管
理
を
行
い
、
活
着
の
促
進

　

を
図
り
ま
す
。
条
件
が
良
け
れ
ば
４
〜

　

５
日
程
度
で
活
着
し
ま
す
。

②
活
着
〜
分
げ
つ
期

　

分
げ
つ
は
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
こ

　

と
で
促
進
い
た
し
ま
す
。

　

・
活
着
期
以
降
は
田
面
が
露
出
し
な
い

　
　

程
度
の
浅
水
管
理
を
行
い
、
地
温
の

　
　

上
昇
に
努
め
ま
す
。

　

・
灌
水
は
早
朝
か
夕
方
に
行
い
ま
す
。

　
　

日
中
の
灌
水
は
地
温
が
低
下
す
る
の

　
　

で
極
力
避
け
る
。

　

・
冷
水
地
帯
で
は
ポ
リ
チ
ュ
ー
ブ
や
迂

　
　

回
路
な
ど
を
利
用
し
水
温
の
上
昇
に

　
育
苗
期
は
気
温
差
が
大
き
く
、

ハ
ウ
ス
の
温
度
管
理
に
は
注
意
を

要
し
ま
し
た
が
、
概
ね
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
気
象
変
動
に
負
け
な

い
稲
づ
く
り
を
意
識
し
た
管
理
を

行
い
、
安
全
・
安
心
な
米
づ
く
り

の
た
め
、
栽
培
履
歴
は
栽
培
暦
に

記
入
し
て
お
き
、
提
出
時
に
は
記

入
漏
れ
が
な
い
よ
う
転
記
し
ま

し
ょ
う
。

　
本
田
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
圃

場
を
毎
日
朝
晩
巡
回
し
、
稲
の
生

育
や
天
候
の
変
化
を
把
握
し
た
う

え
で
、
適
切
な
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

努
め
ま
す
。

③
溝
切
り
の
実
施

　

あ
き
た
こ
ま
ち
は
、
根
が
痛
み
や
す
く

下
葉
の
枯
れ
上
が
り
が
早
い
弱
点
が
あ
る

の
で
、
中
干
し
始
め
に
「
溝
切
り
」
を
行

い
、
根
の
活
力
を
保
つ
と
と
も
に
倒
伏
を

防
ぎ
、
秋
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
溝
切
り
方
法
は
ほ
場

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
中
干
し
を
始
め

て
３
〜
４
日
経
ち
、
土
が
耳
た
ぶ
く
ら
い

の
固
さ
に
な
っ
た
時
、
７
〜
10
条
に
１
本

の
割
合
で
溝
を
切
り
、
枕
地
に
も
１
本
溝

を
切
っ
て
全
体
を
結
び
ま
す
。（
左
図
参
照
）

④
中
干
し
（
６
月
25
日
頃
開
始
）

　

一
株
当
た
り
の
茎
数
が
20
本
以
上
（
坪

70
株
植
え
）
に
な
っ
た
ら
中
干
し
を
開
始

し
ま
す
。

　

・
中
干
し
の
期
間
は
７
〜
10
日
程
度

　
　

（
６
月
25
日
〜
７
月
10
日
頃
の
間
）

⑤
カ
ド
ミ
ウ
ム
吸
収
抑
制
の
水
管
理

 

７
月
15
日
〜
８
月
25
日
ま
で
の
湛
水
管

理
（
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
以
外
）

 

カ
ド
ミ
ウ
ム
は
湛
水
状
態
に
し
て
土
壌

中
に
酸
素
が
な
い
状
態
に
な
る
と
吸
収
さ

れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
出
穂
前
後

に
最
も
吸
収
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
穂
期

を
は
さ
ん
で
前
後
40
日
間
、
湛
水
管
理

し
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
吸
収
を
抑
制
し
ま

す
。
湛
水
管
理
は
田
面
が
出
な
い
程
度
の

浅
水
管
理
と
し
ま
す
。

葉いもち病の薬剤散布による防除
　オリゼメート粒剤は強力な予防効果により、

散布後約40日間葉いもち病の発生を抑えます。

・使用薬剤　オリゼメート粒剤

・散布適期　６月12～18日

・散  布  量　10㌃当たり３kg

当面の技術対策について
高品質な良食味米生産には今からの管理が大切

１．分げつ促進の水管理

２．生育状況に合った適切な肥培管理

３．病害虫防除

活着、分けつを促進する水管理法

深　水
（４㎝程度） 浅  水（２～３㎝程度）

←早期茎数確保→
還元防止

活
着
期

移
　
植

溝切りの方法
水尻

水口

間隔は約２～４ｍ

中干し （６月25日頃中干し開始）
1株当り (坪70株植え)の茎数が20本以上になったら中干しを開始します。

〈中干しの効果〉

田面を硬くして、
秋作業を楽にする。

根への
酸素供給

有害ガス
の除去

溝掘りの
実施

根の健全化

田面にかるく
ヒビが入り、足
跡が残る程度

無効分げつの抑制
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生
育
状
況
に
合
っ
た

　
　
　
　
適
切
な
肥
培
管
理

　

高
品
質
米
と
は
、
整
粒
歩
合
80
％
以
上

の
一
等
米
を
指
し
て
お
り
、
高
い
整
粒
歩

合
を
得
る
た
め
に
は
次
の
こ
と
を
注
意

し
、
栽
培
管
理
を
行
い
ま
す
。

１　

有
効
茎
を
６
月
中
に
確
保
す
る
こ
と

が
太
い
茎
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
太
い
茎
は
一
次
枝
梗
主
体
の
穂
に
な

り
品
質
・
食
味
が
向
上
し
ま
す
。

２　

中
間
追
肥

　

ａ　

高
品
質
・
良
食
味
米
生
産
に
は
、

　
　

原
則
と
し
て
中
間
追
肥
を
必
要
と
し

　
　

な
い
肥
培
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切

　
　

で
す
。

　

ｂ　

分
げ
つ
の
発
生
が
遅
れ
て
い
る
ほ

　
　

場
は
、
追
肥
を
し
な
い
。
（
基
肥
肥

　
　

料
が
残
存
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
に

　
　

追
肥
す
る
と
過
剰
施
肥
に
な
り
倒
伏

　
　

し
ま
す
）

　

ｃ　

側
条
施
肥
で
移
植
後
１
ヵ
月
で
肥

　
　

効
が
切
れ
た
ら
、
中
間
追
肥
（
つ
な

　
　

ぎ
肥
）
が
必
要
で
す
。

　
　

 

【
つ
な
ぎ
肥
の
施
用
量
は
、
チ
ッ
ソ

　
　

成
分
で
10
㌃
あ
た
り
１
㎏
程
度
で
す
】

病
害
虫
防
除

　

病
害
虫
の
発
生
は
、
ほ
場
の
見
回
り
を

実
施
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
葉
い
も
ち
病
】

　

葉
い
も
ち
病
は
、
冷
害
や
日
照
不
足
の

年
ほ
ど
深
刻
な
減
収
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
葉
い
も
ち
病
の
撲
滅
は
稲
作
の
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
入
り

好
天
が
続
く
と
『
蒸
し
暑
く
、
寝
苦
し

い
』
夜
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
は
稲
も
体

が
大
き
く
、
露
が
乾
き
に
く
く
な
り
、
葉

い
も
ち
病
の
発
生
・
感
染
す
る
の
に
好
適

な
条
件
が
揃
い
ま
す
。
ま
た
、
葉
い
も
ち

病
は
一
夜
に
し
て
広
範
囲
に
感
染
す
る
こ

と
も
あ
り
、
ほ
場
の
見
回
り
を
し
た
と
き

は
必
ず
〝
展
開
し
て
い
る
葉
の
一
枚
下
〞

の
葉
身
の
中
ほ
ど
（
露
が
遅
く
ま
で
残
る

部
分
）
を
よ
く
観
察
し
、
病
斑
を
見
つ
け

た
ら
直
ち
に
薬
剤
散
布
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
葉
い
も
ち
病
は
予
防
散
布
と
早
期
発

見
に
よ
る
防
除
が
鉄
則
で
あ
り
、
特
に
予

防
散
布
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
の
で
、
密

植
さ
れ
た
補
植
用
の
余
り
苗
は
、
最
も
葉

い
も
ち
病
の
発
生
源
に
な
り
や
す
い
の
で

速
や
か
に
処
分
し
、
見
つ
け
た
ら
み
ん
な

で
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
ア
オ
ム
シ
類
】

　

葉
の
部
分
を
食
害
し
ま
す
。
防
除
は
葉

先
に
カ
ス
リ
状
の
食
害
跡
が
見
え
る
被
害

初
期
、
ま
た
は
ア
オ
ム
シ
の
発
生
と
同
時

に
ト
レ
ボ
ン
粉
剤
Ｄ
Ｌ
を
10
㌃
当
た
り
３

㎏
散
布
し
ま
す
。

【
斑
点
米
・
カ
メ
ム
シ
類
】

　

斑
点
米
・
カ
メ
ム
シ
類
は
、
雑
草
地
に

生
息
し
て
い
る
が
、
稲
の
出
穂
期
頃
か
ら

水
田
に
移
動
し
て
成
・
幼
虫
が
登
熟
期
の

割
籾
を
吸
汁
加
害
し
ま
す
。

　

本
県
の
主
要
な
加
害
種
は
、
ア
カ
ス
ジ

カ
ス
ミ
カ
メ
・
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ

ス
ミ
カ
メ
に
な
り
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類

は
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
雑
草
や
ノ
ビ
エ

の
穂
に
産
卵
す
る
た
め
、
水
田
内
の
取
り

こ
ぼ
し
た
雑
草
は
、
後
期
剤
を
使
用
し
て

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
道
・
畦
畔
の
草
刈
り
は
、
６

月
上
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま
で
（
下
図
参

照
）
数
回
行
い
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
を

水
田
近
く
に
寄
り
つ
か
せ
な
い
環
境
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

時期

６ ８ ９

4.5 5.4 5.4

150～180 250～300 450～480

20～25 28～30 38～40

生育量確保の目安（あきたこまち）
分けつ
始　期
6月10日

分けつ
盛　期
6月20日

有効茎
決定期
6月28日

草　丈
（㎝）

茎　数
（本/㎡）

葉　数
（葉）

葉　色
（スケール値）

６月 ７月 ８月 ９月

上～下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

水田薬剤防除

農 道・畦 畔
　　　　　　　←　　　草　　刈　　り　　　→　　　　　　　　　  ⇔　　　　　　　　←　　　草　　刈　　り　　　→

休耕田・法面等
　　　　　　　←　　　草　　刈　　り　　　→　←　　　　草刈り禁止期間　　　　→　←　　　草　　刈　　り　　　→

◇水田防除と水田周辺の草刈り時期

稲出穂10～15日前

稲出穂10～15日前 収穫期２週間前

収穫期２週間前草刈り

●１回目防除（出穂期10日後頃）
●２回目防除（出穂期24日後頃）

収穫期

収穫期



６

information

　１日、秋田市のあきた芸術劇場ミルハスにてスタートフォーラム2026が開催され、ライフアドバ
イザーやスマイルサポーターの優績者の表彰式が行われました。
　令和７年度は、満足度向上や保障充足に向け、組合員・利用者に合わせた「ひと・いえ・くるま・
農業」の保障提供と取り組み強化を活動方針に掲げ、推進活動を展開してまいりました。
　表彰式では、各部門の優績者が表彰され、当ＪＡからは２名の職員が表彰されました。また、
14日に東京都で開かれた「令和７年度ＪＡ共済優績組合表彰式」ではＪＡ共済優績組合全国表
彰「農業保障優績表彰」を受賞し、阿部浩一組合長が表彰を受けました。
　受賞内容は、以下の通りです。

ＪＡ共済事業スタートフォーラム２０２６

〈全国本部表彰〉
　　ＪＡ共済優績組合全国表彰　　　　　　　　　かづの農業協同組合

〈秋田県本部表彰〉
　　ＪＡ共済優績組合県本部表彰
　　　長期基盤優績表彰・推進総合優績表彰　　　かづの農業協同組合

　　優績ライフアドバイザー表彰
　　　「いえ部門賞」　　　　　　　　　　　　　　十和田支所　阿部　京子

　　優績スマイルサポーター表彰
　　　優績スマイルサポーター賞　　　　　　　　花 輪 支 所　柳沢　千晶



７

いつ起こるか分からない災害に備えて

【キャンペーン期間／令和８年５月１日(金)～７月31日(金)まで】
近年、豪雪 · 豪雨や地震などの自然災害により

甚大な被害が発生しています。

詳しくはお近くのJA(または担当者)にお問い合わせください。

意外と見落としがち

防災
キャンペーン

万一の時、お困りにならないよう、
現在のご契約内容がご希望に合っているか、
ご確認をお願いします

JAかづの

限定

建物と家財を守る準備はしていますか？
自然災害多発！緊急保障点検活動実施中！

26059990085
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information


